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和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
懇
親
会
　

　
先
日
、
バ
ス
を
降
り
る
と

き
に
乗
り
合
わ
せ
た
学
生
が

運
転
士
さ
ん
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を

言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
す

が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
▼
日
常
の
生
活
の
中
で
相

手
に
感
謝
の
意
を
伝
え
よ
う

と
思
っ
た
と
き
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
は
最
も
標

準
的
な
表
現
だ
が
、
わ
ず
か

十
年
前
は
少
し
様
子
が
違
っ

て
い
た
▼
文
化
庁
の
「
国
語

に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
荷
物
を
配
達
し
て
く

れ
た
人
に
ど
の
よ
う
な
言
葉

を
か
け
る
か
、
と
い
う
質
問

に
十
年
前
は「
ご
苦
労
様
」が

半
数
を
占
め
て
い
た
。
し
か

し
、
最
近
は
「
あ
り
が
と
う

（
ご
ざ
い
ま
す
）」
が
半
数
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
▼
荷
物
を
配
達
す
る
仕
事

に
つ
い
て
再
配
達
の
問
題
な

ど
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
よ
り

強
く
表
せ
る
も
の
に
切
り
替

え
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

加
え
て
「
ご
苦
労
様
」
は
目

上
か
ら
目
下
へ
の
表
現
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
社
会
通
念

と
し
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と

も
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
▼「
美
し
い
日
本
語
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
表
現
に

「
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
」や

「
挨
拶
の
言
葉
」を
多
く
の
人

が
あ
げ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と

し
た
「
あ
り
が
と
う
」
を
言

え
る
こ
と
が
日
本
語
の
使
い

手
と
し
て
美
し
く
誇
ら
し
い

こ
と
な
の
で
あ
る
。

　難な
に
は波
潟が

た

潮し
ほ

干ひ

に
立
ち
て

見
渡
せ
ば

淡あ
は

路ぢ

の
島
に

鶴た
づ

渡
る
見
ゆ

万
葉
集 

作
者
未
詳

　
❖
歌
ご
よ
み
❖

第
十
回
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
大
会
を
開
催

　
七
月
八
日
、
第
十
回
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
大
会
が
本
学
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
人
文
學
會
は
本
学
文
学
部
の
教
員
・
学
生
を
中
心
に
、
学
術
雑
誌

『
皇
學
館
論
叢
』
を
刊
行
す
る
学
会
。
学
内
外
の
会
員
が
活
動
を
支
え
て
い

る
。
大
会
の
開
催
は
年
に
一
度
。
十
回
目
と
な
る
今
年
度
は
本
学
大
学
院
の

若
手
研
究
者
八
名
に
よ
る
充
実
し
た
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。

皇
學
館
の
学
問
を 

凝
集
し
た
研
究
発
表

　
第
十
回
皇
學
館
大
學
人
文

學
會
大
会
が
七
月
八
日
、
午

前
九
時
三
十
分
よ
り
本
学
四

号
館
四
三
一
教
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。
会
長
は
岡
野
友
彦

教
授
、
司
会
は
遠
藤
慶
太
准

教
授
が
務
め
、
本
学
大
学
院

に
在
籍
す
る
若
手
研
究
者
八

名
が
研
究
の
成
果
を
発
表
し

た（
別
表
参
照
）。

　
報
告
で
は
、
①
神
社
祭
式

作
法
「
警け

い

蹕ひ
つ

」
の
在
り
方
が

ど
の
よ
う
に
変
遷
し
現
在
の

形
に
な
っ
た
の
か
（
足
立
涼

氏
）、②『
日
本
書
紀
』中
に
見

ら
れ
る
漢
字「
狭さ

霧ぎ
り

」は「
シ

ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
音
を
立
て
る

霧
」の
義
で
は
な
い
か（
工
藤

超
氏
）、③
大
嘗
祭
の
本
質
は

農
耕
儀
礼
を
伴
う
天
皇
親
祭

に
こ
そ
あ
り
、
服
属
儀
礼
に

対
し
て
疑
問
を
呈
し
た
い

（
京
泉
勇
平
氏
）、
④
家
光
初

政
下
の
伊
勢
湾
近
郊
の
状
況
、

情
勢
を
大
名
配
置
か
ら
捉
え

直
す（
梅
田
優
歩
氏
）、
⑤
書

簡
の
検
討
か
ら
浮
か
び
上
が

る
国
学
者
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
浦
野
綾
子
氏
）、
⑥
大
宰

府
の
直
・
間
接
的
起
源
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
那な

の

津つ
の

官み
や

家け

」
設
置
の
意
義
を
国
内

外
両
方
の
視
点
か
ら
考
察

（
武
田
吉
史
氏
） 

、
⑦
室
町
・

戦
国
期
に
お
け
る
寺
院
が
ど

の
よ
う
な
方
法
で
勅ち

ょ
く

願が
ん

寺じ

主

張
を
展
開
し
、
い
か
な
る
文

脈
で
な
さ
れ
た
の
か
、
モ
デ

ル
の
一
つ
を
提
示
（
桐
田
貴

史
氏
）、
⑧
万
葉
集・四
一
六

三
番
歌
「
霧
立
ち
渡
れ
」
の

解
釈
と
配
列
の
意
図
の
考
察

（
井
口
日
奈
氏
）と
、
さ
な
が

ら
皇
學
館
の
学
問
を
凝
集
し

た
か
の
よ
う
な
幅
の
広
さ
、

内
容
の
濃
い
報
告
が
な
さ
れ

た
。
質
疑
に
移
る
と
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
研
究
者
か
ら
鋭

い
指
摘
が
あ
り
、
普
段
の
学

修
と
は
違
う
緊
張
感
に
包
ま

れ
た
。
同
時
に
、
準
備
を
重

ね
て
こ
の
大
会
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
報
告
者
が
真
摯
に
応

え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
印
象

に
残
る
発
表
と
な
っ
た
。

歴
史
的
典
籍
公
開
の 

意
義
大
き
く

　
そ
の
後
、
十
五
時
三
十
分

か
ら
山
本
和
明
先
生
（
国
文

学
研
究
資
料
館
古
典
籍
共
同

研
究
事
業
セ
ン
タ
ー　
副
セ

ン
タ
ー
長
）よ
り「
歴
史
的
典

籍
Ｎ
Ｗ
事
業
の
目
指
す
到
達

点
」
と
題
し
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
冒
頭
、
山

本
先
生
は
ご
専
門
の
近
世
文

学
研
究
に
つ
い
て
ご
紹
介
。

続
い
て
、
本
題
と
な
る
積
極

的
に
日
本
の
典
籍
画
像
を
公

開
す
る
意
義
を
お
話
く
だ
さ

っ
た
。
世
界
と
比
較
し
た
デ

ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
理
系

の
大
規
模
研
究
に
伍
し
て
人

文
学
の
存
在
意
義
を
主
張
す

る
に
は
、
研
究
成
果
を
市
民

に
向
け
て
、
い
か
に
わ
か
り

や
す
く
語
り
、
発
信
す
る
か

が
問
わ
れ
る
。
山
本
先
生
が

玉
城
町
と
連
携
協
定
を
締
結

　
本
学
と
玉
城
町
は
地
域
の

活
性
化
と
人
材
育
成
を
視
野

に
、
包
括
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
。五
月
二
十
六
日
、

旧
三
の
丸
奥
書
院
に
お
い
て

締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
、
次

の
六
項
目
に
つ
い
て
相
互
協

力
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

①
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化

の
振
興
、②
地
域
の
活
性
化
、

③
教
育
の
充
実
、
④
福
祉
の

推
進
、⑤
地
域
人
材
の
育
成
、

⑥
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
項
。

　
今
後
の
具
体
的
な
取
組
み

と
し
て
、
平
成
三
十
二
年
度

よ
り
小
学
校
で
英
語
教
育
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
先
立

ち
、
英
語
教
育
推
進
部
会
の

設
置
と
あ
わ
せ
、
本
学
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
川

村
一
代
准
教
授
が
「
英
語
教

育
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に

就
任
。
英
語
教
育
の
充
実
に

向
け
、支
援
を
行
う
。
ま
た
、

町
指
定
の
文
化
財
で
あ
る

「
玄
甲
舎
」（
金
森
得
水
別
邸
）

の
利
活
用
に
つ
い
て
、学
生
、

地
域
住
民
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
検
討
を
重
ね

て
い
く
。

　
本
協
定
の
有
効
期
間
は
一

年
間
。
両
者
か
ら
申
し
出
が

な
い
場
合
は
同
一
内
容
で
さ

ら
に
一
年
間
更
新
し
、
そ
の

後
も
同
様
と
す
る
。

第
3
回
皇
學
館
大
学 

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伊
勢
志
摩
で
共
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

ミ
ラ
イ
を
か
ん
が
え
あ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
日
時
●
平
成
29 
年
9 
月
10 
日
㈰　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
予
定
）

会　
　

場
●
皇
學
館
大
学 

記
念
館

　
13
時
30
分
〜　

■Ⅰ	

セ
レ
モ
ニ
ー
、
学
長
挨
拶
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
概
要
・
進
捗
説
明

14
時
〜　
　
　

■Ⅱ	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

16
時
〜　
　
　

■Ⅲ	

パ
ネ
ル
交
流
会（
学
生
や
地
域
団
体
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
紹
介
）

　【
ス
ピ
ー
カ
ー
】（予
定
）	

圏
域
市
町
で
の
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
等
へ
参
加
し
て
い
る
学
生
、あ
る
い
は
出
身
学
生（
８
名
）

	

伊
勢
志
摩
圏
域
市
町
若
手
職
員
あ
る
い
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員（
８
名
）

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】	

近
藤
玲
介（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
） 

千
田
良
仁（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】	

板
井
正
斉（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
） 

池
山　

敦（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
助
教
）

	

皇
學
館
み
ら
い
対
話
団

　
参
加
無
料
◦
事
前
申
込
不
要
◦
定
員
１
０
０
名
◦
先
着
順	

ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。

お
問
合
せ
●
皇
學
館
大
学
企
画
部
地
域
連
携
推
進
室　
℡
０
５
９
６
・
２
２
・
８
６
３
５

http://coc.kogakkan-u.ac.jp

身
近
な
話
題
を
交
え
熱
く
語

ら
れ
た
の
は
、
人
文
学
の
置

か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
況

と
、
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
果
敢
な
挑
戦
だ
。
折

し
も
、
人
文
學
會
で
は
『
皇

學
館
論
叢
』
の
電
子
化
・
公

開
に
向
け
て
、
リ
ポ
ジ
ト
リ

事
業
に
乗
り
出
し
て
お
り
、

聴
講
者
の
心
に
刺
さ
る
内
容

で
あ
っ
た
。

　
講
演
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
な
お
も
足
り
な
い
質
疑
の

続
き
が
個
別
に
行
わ
れ
た
ほ

か
、
同
時
開
催
の
「
館
友
教

員
懇
談
会
」（
→
二
面
参
照
）

の
出
席
者
も
加
わ
っ
て
、
賑

や
か
に
夏
の
宵
は
更
け
て
い

っ
た
。

　
来
年
、
人
文
學
會
は
設
立

五
十
周
年
を
迎
え
る
。
一
層

活
動
を
充
実
さ
せ
、
研
究
の

成
果
を
広
く
発
信
し
て
い
き

た
い
。

前列左から、新田教授、清水学長、辻村町長、小林副町長。
後列左から、西谷事務局長、齋藤教授、たままるくん、�
田間教育長

研究ネットワーク構築の意義を熱く語られる山本先生

Vol.3

日　程

開会の辞（９：30〜）　本会会長　岡野友彦教授

研究発表（９：35〜12：15、13：00〜14：30　※一人30分）
●❶神社祭式作法「警蹕」の沿革と帰趨 
本学大学院博士前期課程神道学専攻　足立　涼氏

●❷上代文献に見られる「狭霧」の研究　『日本書紀』を中心に　 
本学大学院博士前期課程国文学専攻　工藤　超氏

●❸大嘗祭の本質　服属儀礼に対する反論　 
本学大学院博士前期課程国史学専攻　京泉勇平氏

●❹寛永期前後の伊勢湾情勢 
本学大学院博士前期課程国史学専攻　梅田優歩氏

●❺皇學館大学附属図書館蔵「長野義言尺牘」の基礎的検討 
本学大学院博士後期課程国文学専攻　浦野綾子氏

●❻大宰府成立前史をめぐって　「那津官家」と「磐井の乱」　 
本学大学院博士前期課程国史学専攻　武田吉史氏

●❼戦国期における勅願寺由緒の形成と主張 
　美濃国立政寺を事例に　 
本学大学院博士前期課程国史学専攻　桐田貴史氏

●❽万葉集巻十九・四一六三番歌「霧立ち渡れ」の解釈をめぐって 
本学大学院博士後期課程国文学専攻　井口日奈氏

総　　会（14：40〜15：20）

記念講演（15：30〜17：00）
歴史的典籍ＮＷ事業の目指す到達点
講師　山本和明先生�
　　　（国文学研究資料館 古典籍共同研究事業センター副センター長）

■注目記事
２面
保護者対象�
就職講演会・説明会を開催
３ 面
オープンキャンパス2017始まる
４・５ 面
駅伝競走部が全日本大学駅伝�
大会への初出場決めるほか

６ 面 （高校・中学校）
ローズヒル校の生徒と�
書道で交流 ほか
７ 面
法人・教学振興会平成28年度決算報告
８ 面
地域連携トピックス Vol.３ 
教育・研究の成果を地域に還元

■連載
２面
皇學館人物列伝㉙ 福井　毅
３ 面
研究室探訪 Vol.24  
家庭教育ゼミ（駒田聡子�教授）
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喜びの表情を見せる錦先
生（右下）と伊藤氏（左上）

　満
席
と
な
っ
た
講
演
会

会
場

錦
先
生
、伊
藤
氏
が

三
重
県
文
化
賞
受
賞
!

　
昭
和
三
十
七
年
に
皇
學
館
大

学
が
再
興
さ
れ
、
国
文
学
科
の

教
室
を
構
成
す
る
陣
容
の
中
で

中
世
文
学
は
軍
記
物
研
究
で
知

ら
れ
て
い
た
後
藤
丹
治
が
計
画

さ
れ
た
も
の
の
着
任
ひ
と
月
で

急
逝
。
そ
の
後
を
襲
っ
た
の
が

福
井
毅
で
あ
る
。

　
福
井
は
旧
姓
を
林
と
い
う
が

昭
和
十
八
年
に
連
歌
研
究
で
知

ら
れ
た
福
井
久
蔵
の
嗣
子
と
な

っ
た
。
久
蔵
没
後
は
そ
の
蔵
書

整
理
に
あ
た
り
、
そ
の
た
め
に

江
ノ
電
沿
線
の
稲
村
ケ
崎
や
東

海
道
線
沿
線
の
藤
沢
に
居
を
構

え
た
と
さ
れ
る
。

　
伊
勢
で
の
講
義
は
麻
吉
旅
館

に
連
泊
し
な
が
ら
の
一
週
一
往

復
で
行
わ
れ
、
は
じ
め
は
夜
行

列
車
を
使
っ
た
が
、
後
に
新
幹

線
と
近
鉄
で
行
き
来
し
た
。
伊

勢
へ
着
く
頃
と
名
古
屋
へ
向
か

う
頃
が
ち
ょ
う
ど
食
事
時
に
か

か
る
た
め
車
内
で
弁
当
を
食
べ

る
が
、
冬
は
飯
粒
が
冷
た
い
の

で
懐
に
入
れ
て
お
い
て
体
温
で

温
め
て
か
ら
食
し
た
と
い
う
逸

話
が
残
っ
て
い
る
。

　
皇
學
館
大
学
で
は
中
世
文
学

の
専
門
科
目
を
担
当
し
、
昭
和

五
十
三
年
か
ら
は
国
文
学
概
論

を
講
じ
た
。
板
書
は
常
に
仮
名

漢
字
と
も
に
連
綿
体
を
用
い
た

た
め
、
学
生
た
ち
は
お
の
ず
か

ら
そ
れ
を
解
読
す
る
た
め
に
協

働
し
て
学
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
か
つ
て
の
国
文
学
者
た
ち

は
こ
う
し
た
粋
な
教
授
法
で
学

生
の
学
び
を
促
し
た
。

　
あ
る
時
、
国
文
学
概
論
の
テ

キ
ス
ト
が
、「
国
文
学
者
は
デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
ト（dilettante

）で

あ
る
」
と
記
述
し
て
い
た
条
に

つ
い
て
、
学
者
は
命
を
か
け
て

文
学
研
究
に
当
た
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
単
な

る
教
養
と
か
趣
味
世
界
の
話
と

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
断
じ

た
。
一
見
、
淡
々
と
し
な
が
ら

も
内
面
に
熱
を
帯
び
た
講
義
は

学
生
た
ち
に
憧
憬
と
尊
敬
の
念

を
抱
か
せ
た
。

　
福
井
は
皇
學
館
大
学
を
当
時

の
停
年
で
あ
る
七
十
三
歳
ま
で

勤
め
上
げ
た
。
再
興
す
ぐ
の
頃

に
着
任
し
た
国
文
学
科
教
員
の

中
で
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
再
興
期
の
不
安
定
と
も
い

え
る
状
況
の
中
で
、
福
井
に
は

稲
村
ケ
崎
や
藤
沢
と
い
っ
た
別

世
界
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
精
神
世
界
を
構
築
し
て
い

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
著
書
に
『
荒
木
田
守
武
集
』

（
解
題
、
神
宮
古
典
籍
影
印
叢

刊
）な
ど
が
あ
る
。

（
国
文
学
科
教
授
　
齋
藤
　
平
）

長
期
的
視
野
・
個
性
に
合
っ
た
働
き
方
を

保
護
者
対
象 

就
職
講
演
会
・
説
明
会
を
開
催

三
回
目
の
本
学・伊
勢
開
催

館
友
教
員
懇
談
会

　
三
重
県
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
、

優
れ
た
功
績
を
挙
げ
た
個
人
・
団
体

を
讃
え
る
第
十
六
回
「
三
重
県
文
化

賞
」に
、教
育
学
部
元
教
授
の
錦
か
よ

子
先
生
が
作
曲
や
人
材
育
成
に
尽
力

し
た
と
し
て
最
高
賞
の「
文
化
大
賞
」

を
、
書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

活
躍
し
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
配
偶
者

錦
か
よ
子
先
生
▲
文
化
大
賞

伊
藤
潤
一
氏
▲
文
化
新
人
賞

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
装
飾
・
演
出
を
手
掛

け
た
伊
藤
潤
一
氏
（
社
会
福
祉
学
科

卒
）が「
文
化
新
人
賞
」を
受
賞
し
た
。

　
錦
先
生
は
「
教
員
生
活
の
傍
ら
長

き
に
わ
た
り
作
曲
を
続
け
ら
れ
た
の

は
、
三
重
県
の
各
音
楽
団
体
か
ら
多

数
の
オ
ペ
ラ
作
曲
を
委
嘱
さ
れ
、
上

演
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
日
本
で
も
数
少
な
い
オ

ペ
ラ
作
曲
家
と
し
て
育
て
て
い
た
だ

け
た
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
指

導
も
受
賞
理
由
の
一
端
に
な
っ
た

と
、
学
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

コ
メ
ン
ト
。
伊
藤
氏
は
「
三
重
県
で

の
十
年
間
の
活
動
の
集
大
成
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
お
二
人
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
二
部
構
成
で
、
前

半
の
就
職
講
演
会
で
は
愛
知

心
理
教
育
ラ
ボ
代
表
取
締
役

本
人
の
価
値
観
を
知
り
、
と

も
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
ま
た
、今
後
は
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）や
Ｉ
о
Ｔ（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）が
台
頭
し
、

働
き
方
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
こ
と
に
も
言
及
。
Ａ
Ｉ

の
参
入
に
よ
り
十
年
後
に
は

職
種
の
半
分
が
な
く
な
る
と

い
う
調
査
結
果
を
示
し
、「
目

先
の
就
職
先
で
は
な
く
、
長

期
的
な
視
野
で
働
き
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
伝
え

た
。

　
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ネ
イ
テ

ィ
ブ
世
代
で
あ
る
現
代
の
子

ど
も
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
情
報
で
判
断
し
が
ち
だ

と
指
摘
。
一
方
で
、
子
ど
も

が
好
き
な
こ
と
に
出
会
い
、

護
者
は
「
時
代
の
変
化
が
具

体
的
に
理
解
で
き
た
。
価
値

観
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。
新
潟
県
か

ら
駆
け
付
け
た
と
い
う
保
護

者
は
「
遠
方
に
い
る
の
で
ア

の
毛
受
誉
子
氏
が
「
売
手
市

場
の
就
活
で
こ
れ
だ
け
は
避

け
た
い
こ
と
・
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行

っ
た
。氏
は
ま
ず
、

将
来
ど
ん
な
仕
事

に
就
き
た
い
の
か

本
人
と
向
き
合
っ

て
話
を
し
て
ほ
し

い
と
提
案
。
そ
し

て
子
ど
も
と
の
会

話
で
の
Ｎ
Ｇ
ワ
ー

ド
を
挙
げ
、
放
任

す
る
の
で
は
な
く

や
り
た
い
仕
事
を
見
つ
け
る

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
参
加
し
て
年
齢
や
価
値
観

の
違
う
人
と
接
し
た
り
、
仕

事
の
現
場
見
学
に
出
向
く
な

ど
実
際
に
自
分
の
目
で
確
か

め
る
経
験
が
最
も
有
効
と

し
、
保
護
者
に
で
き
る
こ
と

は
子
ど
も
の
行
動
や
挑
戦
を

促
し
、
実
体
験
か
ら
考
え
を

深
め
る
会
話
を
心
が
け
る
こ

と
だ
と
助
言
し
た
。

ド
バ
イ
ス
を
し
た
く
て
も
思

う
よ
う
に
届
か
な
い
が
、
大

学
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
の
で
心
強
い
。
関

東
や
北
陸
で
も
こ
の
よ
う
な

説
明
会
を
開
い
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。
兵
庫
県
か
ら
参

加
し
た
保
護
者
は
「
今
日
は

個
別
相
談
を
目
的
に
訪
れ
た

が
、
講
師
の
先
生
が
話
し
て

い
た
子
ど
も
へ
の
接
し
方
が

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
息

子
が
三
年
生
後
半
に
体
調
を

崩
し
、
就
活
が
遅
れ
た
た
め

夢
を
あ
き
ら
め
か
け
て
い

る
。
こ
の
後
本
人
に
会
っ
て

『
大
丈
夫
だ
よ
』と
声
を
か
け

て
あ
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

開
催
し
た
。

　
例
年
は
全
国
九
会
場
で
実

施
し
て
い
る
「
館
友
教
員
懇

談
会
」
だ
が
、
四
年
に
一
度

は
伊
勢
で
開
き
、
母
館
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
き
つ
つ
、

新
し
い
取
組
み
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
情
報
交
換
す
る
催
し

と
な
っ
て
い
る
。
伊
勢
開
催

は
今
回
で
三
回
目
だ
。

　
当
日
は
、
午
後
一
時
か
ら

の
内
宮
正
式
参
拝
の
あ
と
、

午
後
二
時
三
十
分
よ
り
六
号

館
六
二
一
教
室
に
て
大
学
現

況
報
告
、
教
育
内
容
説
明
、

教
職
支
援
に
関
す
る
説
明
、

入
試
説
明
、皇
學
館
中
学
校・

皇
學
館
高
等
学
校
の
説
明
を

行
い
、学
内
施
設
見
学
の
後
、

午
後
五
時
よ
り
倉
陵
会
館
二

階
に
て
懇
親
会
を
開
催
。
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
昔
に
比

べ
環
境
が
整
備
さ
れ
、
学
生

の
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、よ
か
っ
た
」「
神

道
と
地
域
連
携
を
核
に
、
日

本
文
化
を
発
信
し
続
け
る
大

学
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
声
の
ほ
か
、
教
員

の
視
点
か
ら
本
学
に
対
す
る

貴
重
な
ご
意
見
も
多
数
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
。

＊

＊

＊

　
校
務
ご
多
忙
の
な
か
、
ご

来
学
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
七
月
二
十
二
日
、
本
学
六
号
館
で
萼
の
会
（
保
護
者

会
）主
催
の
保
護
者
対
象
　
就
職
講
演
会
・
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、一
五
八
名
の
保
護
者
が
来
場
し
た
。

県
外
か
ら
も
多
数
参
加

　
後
半
は
「
神
社
」「
企
業・

官
公
庁
」「
教
員
・
保
育
士
」

と
三
つ
の
進
路
に
分
か
れ
、

就
職
活
動
の
実
績
や
具
体
的

な
流
れ
、
本
学
の
支
援
体
制

等
に
つ
い
て
職
員
が
説
明
し

た
。
松
阪
市
か
ら
訪
れ
た
保

　
他
に
も
就
職
活
動
の
ト
レ

ン
ド
や
内
定
を
も
ら
え
な
い

学
生
の
特
徴
な
ど
現
場
を
知

る
氏
な
ら
で
は
の
話
に
保
護

者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。
最
後
は
「
今
後
は
答
え

の
な
い
時
代
を
生
き
抜
く
力

が
必
要
。
旧
来
の
世
間
的
評

価
軸
で
は
な
く
、
本
人
の
個

性
に
合
っ
た
働
き
方
を
一
緒

に
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　
七
月
八
日
、
本
学
卒
業
生

で
教
職
に
就
か
れ
た
館
友
教

員
八
十
二
名
を
本
学
に
招

き
、「
館
友
教
員
懇
談
会
」
を

皇學館 人物列伝 29

福井　毅（ふくい つよし）
大正 2年福岡県生。昭和14年京都帝国大学文学部
卒業。昭和20年実践女子専門学校専任講師。昭和
28年実践女子大学教授。昭和40年皇學館大学教
授。昭和62年皇學館大学名誉教授。1９13〜1９９8。

穏
健
正
統
派
の
文
学
者

個別相談で疑問や不安を解消

熱心にスライドを見る参加者

館友同士、旧交を温めた懇親会

2皇 學 館 学 園 報平成２9年8月２0日� 第69号　（� ）
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学風や教育環境を体感

　

■研■究■室■探■訪 Vol.24
　

　「地元の食材を知ろう・作ろ
う・食べようプロジェクト」は
昨年度のチャレンジプロジェク
トをきっかけに発足し、２８年度
は本学で ２回親子クッキングを
開催した（学園報第６４・６６号参
照）。その際採ったアンケートで
「継続して欲しい」との要望が多
かったことや、学生にとっても
保護者と子どもの関わりや保護
者の考え方を知る良い機会とな
ったので、本年度もこのプロジ
ェクトを継続することにした。
　特に今年は、学生の頑張りを

伊勢以外の地域でも知ってもら
おうと、県都津市にて毎月開催
していくことにし、 ４・５・６月
は地元食材を使った幼児や小学
生でも作ることができる献立
（いちごを使ったパンケーキ・ゼ
リー・カリカリおからドーナツ
など）を企画・開催した。 ４月は
初参加の学生が多く、親子への
声かけや全体・先を見越した動
き方に戸惑いが見られた。しか
し昨年度参加した学生からアド
バイスやアイデアを受け継ぐこ
とで、回を重ねる毎に学生たち

自身が安全性や参加者
の満足度を考慮した企
画や運営ができる様に
なり、 ６月は参加して
いた父親から「学生さ
んが本当によくやって
くれた。ありがとう」
と謝辞を頂くほどに成

長した。地元の食材を知っても
らうことが大きな目的ではある
が、このような縦のつながりに
加え、学年やさまざまなゼミを
またぐ学生が参加する「輪（和）」
の活動にもなっていて、学生に
とっても「楽しく」「充実感」を
得られる場となっている。
　「食」は「知育・徳育・体育の
基礎となる（食育基本法）」とさ
れるが、学生の成長を観て、食
は多様な人間関係を築く基礎と
なることや、彼らの「創造力（ど
うすれば相手に伝わるか、どの
様な効果を生むかなど）」を育ん
でいく大きな要素だと感じた。
今年の親子クッキングには毎回
定員の ２倍以上の申し込みがあ
り、津市においても好評である。
今後も、本プロジェクト参加学
生の成長と活躍を大いに期待し
ていきたい。

家庭教育ゼミ
指導●駒 田 聡 子 教授

教育学科
（家庭科教育・幼児教育）

「食」は人間関係と創造力を育む
大きな要素であると実感

オープンキャンパス２０１７
学風や教育環境を体感

9／18（月・祝）	14：00〜19：00（予定）
三重県文化会館 �大ホール
14：00〜16：00　

学校相談会� 無料
（中学校・高等学校・大学）

16：00（15：30開場）〜19：00（予定）

皇學館高等学校吹奏楽部
第10回定期演奏会
入場料◆800円
※チケット発売に関しては、高校HPにて8月中旬
よりご案内いたします。

問合せ◆TEL0596-22-8600

9月２０日（水） １０：３０〜１７：００
会場●皇學館大学
GIS（地理情報システム）とは、緯度と経度で表される
位置情報と、その場所の特徴についての情報（空間
データ）をあわせ持つ「地理情報」を効率的に処理・
分析し、可視化するためのシステム。地域の課題発見・解決ツール
として、また平成３４年度より高校で「地理総合」が必履修化されるこ
とから、同システムを活用できる人材の育成が急務となっている。

講演会 １０：３０〜１２：００� 申込み不要・無料

「地理情報システム（GIS）とは何か 　地理総合必修化への期待」
講師●矢野桂司 教授（立命館大学）　会場● ６ 号館 ６２１教室

GIS講習会 １３：００〜１７：００� 要申込み・無料・定員各２０名

■Ａ 高校地歴教免コース　講師●桐村喬（皇學館大学）
■Ｂ自治体・NPOコース　講師●ESRIジャパン株式会社

問合せ●皇學館大学文学部コミュニケーション学科　桐 村　喬
　　　　E-mail t-kirimura@kogakkan-u.ac.jp

岡
田
登
氏
が
名
誉
教
授
に

　

文
学
部
国
史
学
科
前
教

授
・
岡
田
登
氏
が
本
学
名
誉

村林とも子さん
英語学習アドバイザー
（百船・グローバルラウンジに火・水・木常駐）
【講師歴】12年　【TOEIC最高得点】９85点

　アドバイザーは指導者というより、伴走者。学生のめざす将来
像に向けて一緒に考えながら、より具体的な目標、行動につなげ
ていくための提案を行っております。英語学習や英語に関して不
安や行き詰まりを感じたら、ぜひ来てください。一人で悩むより、
一緒に理由を紐解いていくとすっきり見通しが良くなり、英語学
習が前より違ったものになりますよ。
　私にとってセッションは一期一会。十人十色の学生の皆さんに
対して、来られた理由をきちんと理解してそれぞれに実りある提
案ができるよう心がけています。そうした中で、自身の課題や現
状に向き合い行動に移したり、学習習慣のなかった学生が継続し
て学習できたりすると本当に嬉しく、励まされますね。「学習」と
いう形でなくても、洋楽を聴いたり洋画を観たり、背景にある文
化と結び付けて言葉を学ぶと一層吸収しやすく、断然面白いです
よ。英語は世界中で当たり前に話されている言語です。「特別感」
を取り払って、自分が楽しいと思える形で英語に触れることから
始めてみましょう。お待ちしています!

教
授
に
就
任
さ
れ
た
。

　
氏
は
三
重
県
生
ま
れ
。
昭

和
四
十
九
年
に

本
学
文
学
部
国

史
学
科
を
卒
業

後
、
同
大
学
院

に
進
学
。
在
学

中
の
昭
和
五
十

三
年
十
月
に
同

学
科
助
手
に
採

用
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
専
任
講

師
、
助
教
授
、

教
授
に
昇
格
。

附
置
研
究
所
の
史
料
編
纂
所

所
長
や
人
文
学
会
委
員
長
な

ど
の
要
職
も
歴
任
し
、
本
年

三
月
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま

で
三
十
八
年
六
カ
月
に
わ
た

り
本
学
に
在
職
し
、
そ
の
発

展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」
と
の
信
念
に
基
づ
い
た

実
践
的
で
熱
心
な
指
導
は
多

く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
各
方
面
で
活
躍
す
る
学

部
卒
業
生
、
大
学
院
修
了
生

を
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
日
本
古
代
史・考
古
学・神

宮
史
を
専
門
と
す
る
氏
は
、

学
外
に
お
い
て
も
日
本
考
古

学
協
会
埋
蔵
文
化
財
保
護
対

策
委
員
会
全
国
委
員
を
は
じ

め
、伊
勢
市
・
名
張
市
・
四
日

市
市
等
県
下
の
自
治
体
で
調

査
委
員
・
指
導
委
員
等
を
歴

任
。
自
治
体
史
で
健
筆
を
振

る
わ
れ
て
お
り
、
本
学
で
の

研
究
と
教
育
の
み
な
ら
ず
、

三
重
県
の
考
古
学
に
果
た
し

た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
氏
は
現
在
も
引
き
続
き
非

常
勤
講
師
と
し
て
大
学
教
育

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、
研
究

活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

「伴走者として支えたい」

　
第
一
回
〈「
学
び
」発
見
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉
を
六
月
十
一
日
に
実
施
し
た

平
成
二
十
九
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
第
二
回
は
七
月
十
五

日
に
〈「
学
校
」見
学
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉、
翌
十
六
日
に
〈「
学
び
」体
験
Ｄ
Ａ

Ｙ
〉
を
開
催
。
第
一
回
は
五
一
四
名（
生
徒
三
一
〇
名
、
付
添
二
〇

四
名
）、
第
二
回
は
両
日
で
延
べ
八
二
〇
名（
生
徒
五
一
〇
名
、
付

添
三
一
〇
名
）に
ご
参
加
い
た
だ
く
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

説
明
」
の
あ
と
、
教
育
学
部

渡
邉
賢
二
教
授
に
よ
る
「
模

擬
講
義
」の
他
、「
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
」「
寮
見
学
」「
個
別

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
「
模
擬
授
業

が
分
か
り
や
す
く
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
」「
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
親
切
で
好
感
が
も
て
た
」

「
学
生
カ
フ
ェ
の
居
心
地
が

よ
か
っ
た
」「
図
書
館
が
き
れ

い
で
使
い
や
す
そ
う
」
と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
翌
日
十
六
日
の
〈「
学
び
」

体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉
は
各
学
科
で

何
が
学
べ
る
か
実
際
に
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
各
学
科
教

員
に
よ
る
「
模
擬
講
義
」
と

「
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
企

画
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

神
道
学
科［
神
道
の
作
法（
祭

式
）体
験
］、国
文
学
科
①［
ゼ

ミ
で
『
源
氏
物
語
』
を
考
え

る
］、
②［
ゼ
ミ
で「
図
書
館
」

を
考
え
る
］、国
史
学
科
［
古

文
書
で
歴
史
体
験
］、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科［Cool

とUncool
］、
教
育
学
科
学

校
教
育
コ
ー
ス
［
子
ど
も
に

伝
え
よ
う
本
物
の
味
（
食
育

体
験
）］、
幼
児
教
育
コ
ー
ス

［
保
育
技
術
と
し
て
の
音
楽

あ
そ
び
］、ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
コ
ー
ス［
我
々
の「
動
く
」

仕
組
み
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
］、特
別
支
援
教
育
コ
ー
ス

［
ノ
ン
バ
ー
バ
ル・コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム
を
楽

し
も
う
］、現
代
日
本
社
会
学

科
［
テ
レ
ビ
番
組
を
考
え
て

み
よ
う
］
を
実
施
。
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
先
生
方

と
の
距
離
が
近
く
楽
し
か
っ

た
」「
大
学
で
の
学
び
を
身
近

に
感
じ
た
」「
先
生
の
話
さ
れ

た
こ
と
を
勉
強
に
生
か
し
た

い
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
学
生
企
画
や

学
生
ス
タ
ッ
フ
へ
の
賞
賛
の

声
も
多
く
、「
学
生
生
活
体
験

談
で
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
た
の
が
印
象
的
」「
い
ろ
ん

な
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た
が
、
一
番

丁
寧
で
親
切
」「
手
作
り
の
フ

ォ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
が
よ
か
っ

た
」「
ク
ラ
ブ・サ
ー
ク
ル
に

活
気
が
あ
り
楽
し
そ
う
」
と

好
評
で
あ
っ
た
。

　
受
験
生
等
へ
、
本
学
の
学

風
や
教
育
を
十
分
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
。

　
七
月
十
五
日
の
〈「
学
校
」

見
学
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉
で
は
「
入
試

「チャレンジプロジェクト」に参加している学生

左から、岡野友彦文学部長、佐古一洌理事長、岡田
登名誉教授、清水潔学長、山口建史常務理事

講習会ウェブ申込
フォームはこちら

GIS day  in 伊勢 ２０１７

大学での学びの雰囲気を実際に体験

未来の後輩たちを温かく迎えた学生スタッフ。来場者からは「好感を持った」との
声が多数寄せられた
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皇學館高等学校
募集人数 ３４０名（ ６年制内部進学者を含む）
入学資格 中学卒業者および平成30年 3月卒業見込みの者

募集コース ◦進学コース　◦特別進学コース　※詳細はHPをご確認ください

出願期間 平成30年１月9日㈫〜１6日㈫
午前 ９時〜午後 3時（土日および祝日は除く）

出願手続

①入学願書（本校所定の用紙）　②学習の記録（本校所定の用紙）
③受験料 １２,０００円（本校所定の用紙〈郵便振替〉にて、ゆうちょ銀行窓口で、
お納めください。コンビニエンスストアでの納入については「受験料コンビニ
支払い」を参照してください）

入学試験

日　時 平成３０年 １ 月３０日㈫ 午前 9時〜

教　科 国語、数学、英語、理科、社会　※詳細はHPをご確認ください

方　式 マークシート方式

試　験
会　場

〈本会場〉皇學館高等学校
〈津会場〉大原簿記医療観光専門学校（津駅西口より徒歩 １分）

合格発表 平成30年 ２月 ６日㈫に合格通知を各中学校と本人宛に発送します�
（電話によるお問い合わせには、お答えできません）

入学手続 平成30年 ２ 月１９日㈪ 午後 3 時までに、入学金４５,000円を納入してくだ
さい（本校所定の用紙にて、必ず銀行窓口でお納めください）

特　典
皇學館大学への進学希望者には、附属高校特別推薦枠・入学金半額免除などの
特典があります。

推薦及び特別奨学生について
①特別進学コース・進学コース、それぞれのコースに推薦制度（専願）があります。
②所属中学校長の推薦書により、学業・人物優秀と認められる生徒に対しては、学
力特別奨学生、また顕著な競技実績をもつと同時に、本校の授業内容を習得でき
る学力を有し、人物優秀な生徒に対しては、スポーツ・芸術推薦およびスポーツ・
芸術特別奨学生の制度があります。

平成30年度　生 徒 募 集 要 項

第2回オープンスクール
〜皇學館で楽しい体験をしよう〜

平成２９年9月３日㈰ １0：00〜
内容◦体験授業、学食体験、部活体験、学校説明など
※HPにて申込が必要になります。約 １カ月前から受付開始予定です。

皇學館デー
平成２９年9月１8日（月・祝）１４：00〜１９：00（予定）
場所◦三重県文化会館
内容◦高校吹奏楽部発表、中高大の学校説明

皇中祭（文化祭）
※本校に入学希望する小学生とその保護者
見学可能

平成２９年１0月２１日㈯・２２日㈰ ９：00〜
場所◦本学記念講堂、校舎
内容◦合唱コンクール、クラス展示、催事など

6 年一貫教育 皇學館中学校
A日程 B日程

一　　般 専　　願
募集人数 A日程（一般・専願）・B日程合わせて ７０名
入学資格 平成30年 3月小学校卒業見込みの児童（男女共）

出願手続 ◦入学志願票（本校所定の用紙）
◦受験料 １２,０００円（ゆうちょ銀行かコンビニエンスストアでお納めください）

出願期間

平成２９年	
１２月４日㈪〜２7日㈬
午前 ９時〜午後 3時（土曜日は正午まで）
※１２月 9日㈯・１０日㈰・１７日㈰・２３日㈷・２４日㈰を除く
※郵送の場合は１２月２７日㈬ 午後 ３時必着とします

平成30年
１月２２日㈪〜3１日㈬
午前 ９時〜午後 3時
※ １月２７日㈯・２8日㈰を除く
※郵送の場合は １月３１日㈬ 午後
３時必着とします

出願方法

【持参する場合】
出願書類を取りそろえ、所定の封筒に入れて学校事務室へ持参

【郵送する場合】
出願書類と受験票返信用封筒（住所氏名の記入、返信切手）

試験日時 平成３０年 １ 月 6日㈯ 午前 9時〜 平成３０年 ２ 月 ３日㈯
午前 9時〜

試験教科 国語、算数、理科、社会 国語、算数、面接 国語、算数

合否発表
平成30年 １月 9日㈫ 平成30年 ２月 ６日㈫

郵送による（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

入学手続 入学金４５,０００円＋教育充実費２００,０００円＝合計２４５,000円
（所定の用紙にて銀行窓口でお納めください）

学　　費
（月額）

◦授業料 ２３,０００円　◦教育充実費 8,５００円
◦その他 ４,３００円（保護者会費、後援会費、校友会費、図書費 等）

特別奨学生制度
人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、教育充実費（入学時）、及
び教育充実費の納付相当額を授与します。
①小学校長または学習塾長から学業成績が特に優秀であると推薦され、入学試験
の成績が優秀な者（専願に限ります）
※小学校時の英語学習に関して、英検などの英語外部試験で優秀な成績を収めている場
合、成績証明書を添付して提出することで審査の優遇を受けることができます。

②入学試験の成績が特に優秀な者

クラブ活動｜高校｜
５ 年ぶりに男女で団体出場
バドミントン（男女団体・個人）

　私たちは ７ 月２9日から山形県新庄市、鶴岡市、尾花沢市
で行われる全国総体に出場します。５年ぶりに男女で団体
出場・個人出場を決めました。これまで支えてくださった
コーチや先生方、保護者の方々への感謝の気持ちを忘れ
ず、全力プレーで応えます。 3 年生は最後となるこの大
会で悔いを残さず、２年生は次への一歩となるように、
最後まで諦めずに頑張りたいと思います。

� （ 3年 3組・大谷啓斗）

勝利という形で恩返し
剣道（男子個人・女子団体）
　 ２年前、 １年生ながら先輩方と
出場できた和歌山インターハイの
団体戦。とても素晴らしい経験と
なりました。自分が 3年生となり、
今度は我々がという気持ちで頑張
ってきましたが、団体戦ではあと一歩及ばずと
ても悔しく、無念な結果となりました。
　幸い、私は個人戦で出場させてもらうことに
なり、先生や保護者の方々、そして、天国の母
への感謝の気持ちを勝利という形で恩返しがで
きるように、仲間たちの思いを胸に、精一杯頑
張ってきます。� （ 3年 3組　和田優人）

　
　一度、女子剣道部の歴史が途絶えたあと、平
成２４年 ４ 月、新たに皇學館高校女子剣道部がス
タートしました。当時、 １年生ながら主将を務
めたのは船見菜々子先輩です（現立命館大学 3回
生、私も先輩と同じ阿山町出身）。その襷は北川幹
菜先輩・玉野成美先輩、そして私へと引き継が
れてきました。先輩方の熱い思いと、尾上先生・
岩脇先生、保護者の方々への感謝を込めて、イン
ターハイを部員一丸となって、精一杯頑張って
きます。� （ 3年 3組　境井菜美樹）

先生・先輩・仲間の想いを
背負い、畳の上に立つ
柔道部（女子個人）
　昨年、全国総体に先輩が出場す
るのを間近で見て憧れを持ちまし
た。その後、山㟢先生のご指導の
もと、日頃の稽古や遠征を経て、
全国総体は憧れから目標となりま
した。そして迎えた ５月２８日の三重県総体では、
先生や仲間たちの声援に支えられ、何とか優勝
することができました。私は今回、女子４８kg級
に出場します。個人戦とはいえ、私一人ではな
く、今までご指導いただいた先生方や先輩方、
そして仲間たちと一緒に全国総体の畳の上に立
つつもりで挑みます。� （ ２年 3組　瀬古蘭奈）

新たな視点、見方を
学び、生かしたい
写真部
　宮城県仙台市で ７月3１日か
ら ８月 3日にかけて開催され
る第４１回全国高校総合文化祭
に写真部門で参加させていた
だきます。私は高校入学後に
写真の活動を始めたのですが、ここまで成
長できたのは先生の指導をはじめ、周りの
方々の協力のおかげだと心から思っていま
す。この文化祭では全国から寄せられた写
真を見たり、他県の高校生と交流すること
で自分自身の写真に対する考え方はきっと
大きく変わるだろうと思います。多くのこ
とを見て聞いて感じて、今までの自分にな
い新しい写真の見方を発見したいと思いま
す。� （ 3年 ７組　坂中奈波）

　
　高校に入って入部したので
写真についてまだまだわから
ないことも多く、今回の全国
大会への参加を新しいことを
学ぶ一つの機会としたいと思
います。約300点に及ぶ他県から出品された
さまざまな作品を見て、写真についての視
点を広げ、テーマの選び方、光の扱い方に
ついて学びたいと思っています。今回の全
国大会を通して学んだことを今後の作品づ
くりに生かし、今まで以上に活動に励みた
いです。� （ ２年 ４組　向原千裕）

オープンスクール�本校では、下記の通り学校見学会を実施しています。また、下記日程以外の見学も可能です。詳しくはお問い合わせ下さい。

第１回「皇學館を知ろう!」	
平成２９年9月２日㈯・３日㈰	
※ ３日㈰は皇學館中学校との合同開催

第２回「入試問題を知ろう!」	
平成２９年１0月8日㈰
第3回「クラブ活動を知ろう!」	
平成２９年１１月１９日㈰

内容◦学校説明および校舎見学、入試説明、
吹奏楽部によるミニコンサート など

❖筆記用具、スリッパをお持ちください。
❖参加者の皆さんには学生食堂での昼食を
準備しています。

❖校舎見学後のクラブ活動の見学も承って
います。

❖保護者の方々もご参加いただけます。

　
　私たち女子は今回 ２年ぶりに団体・個
人ともインターハイに出場します。団体
ではチーム一丸となり、協力して少しで
も多く勝てるように頑張ります。個人で
は私はダブルスに出場します。今まで一
緒にやってきた仲間のためにも良い成績
を残し、これまで練習してきた集大成と
して全力を出したいと思います。�
（ 3年 １組・梅村愛理）

全国大会に向け意気込み
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ソフトバレー
登山）と同じく
イントが決ま
学年の枠を超

7/4火

夏はスポーツや部活動が盛んになる季節。
目標に向かってときに笑い、ときに泣きながら、
チーム一丸となって練習に励んできた学生・
生徒たち。今回は、そんな彼らによる
もう一つの＂熱い夏＂を紹介します。

クラブ活動｜大学｜

大願成就! 全日本大学駅伝大会への初出場決める
駅伝競走部
　秩父宮賜杯第４9回全日本大学駅伝対校選手権大会東海地区選考会が ７月 9日、

名古屋市のパロマ瑞穂陸上競技場で行われ、本学が創部１１年目、日比勝俊
監督就任 ７年目にして見事、本大会への初出場を決めた。
　同選考会には ２つの出場枠をめぐり１3大学が参加。１万メートルを各校
８名が走り、タイムを競った。本学は首位の愛知工業大学に続き、４時間
２0分４0秒の成績で ２位となり、念願の全日本大学駅伝初出場への切符をつ
かんだ。
　日比監督は「これまで応援いただいた方々と一緒に喜びを分かち合いたい。
本戦では皇學館旋風を巻き起こすので、ご声援をよろしくお願い致します」
と語り、主将の田中雄也君（教育 ４年）は「このチームで出場できてよかった。

順位を １つでも上げられるよう、レベルアップしていきたい」と気を引き締めた。
　翌１0日の報告会で清水潔学長は「『駅伝』の命名者は第 ６代神宮皇學館館長武田
千代三郎先生。この歴史の重みを背負い、熱田神宮から伊勢神宮まで駆け抜けて
欲しい」と激励。監督と選手たちを労った。
　熱田神宮から伊勢神宮へは ８区間１0６.８キロ。襷をつなぐ全日本大学駅伝は、１１
月 ５ 日㈰午前 ８時 ５分にスタートする。

創部初の快挙! 女子が ５強入り
柔道部
　 ６月２４日、２５日に日本武道館で開催された「全日本学生柔道優勝大会」に本学
柔道部が出場。女子 3人制において創部初の快挙となる ５位入賞を果たした。佐
藤武尊監督は「 ２名は大会直前まで教育実習に行き、学生としての本分を
全うしながら調整してきた。また、チーム内満身創痍の中、主将を
中心に励まし合い、フォローしながら試合に挑めた。このチーム力
が今大会の結果と試合内容に大きく影響したように思う」と振り返る。
　男子についても初戦から強豪・桐蔭横浜大学にあたりスコアこそ
3 - １ で敗れはしたものの、「十分に闘えるという感触を得る事ができ
たので、今回の敗戦に失望や落胆はありません」ときっぱり。「心の底か
ら全員が悔しがっている姿こそ成長している証」と語り、主将の大木雅人
君（教育 ４年）も「男女ともにもっと上をめざすことができるチーム」と闘
志を燃やす。シーズンは始まったばかり。これからの活躍を注視したい。

日本学生対校陸上競技選手権大会に
男子十種・砲丸投、女子棒高跳が出場確定
陸上競技部
　陸上競技部は昨年度、参加した主要な全国大会全てで入賞することができた。今年度
はその勢いのまま様々な全国レベルの大会に複数の部員が参加したが、入賞は ６月の田
島記念陸上（山口県）の男子やり投で濱崎優紀君（教育 ２年）が ２位に入ったのみで、あまり
芳しい成績は残せていない。
　その原因として、「ケガ」で実力が発揮できなかったことが考えられたため、今年度か

ら外部指導者としてトレーナーの方にも入っていただくことになった。その成
果もあり、 ７ 月の三重県陸上競技選手権大会では男子走高跳、女子棒高跳、女
子４00mRの 3種目で選手権を獲得、他にも男子１５名、女子１0名が入賞し、続く
８月の東海陸上競技選手権大会に出場できることになった。
　陸上競技部の最大の目標は、9月に行われる日本学生陸上競技会の最高峰・
日本学生対校陸上競技選手権大会（日本インカレ）だ。今年度は男子十種競技、
男子砲丸投、女子棒高跳ですでに出場を決め、女子１00mと女子４00mRでもそ
の参加標準記録にあと１00分の ５ 秒まで迫っている。陸上競技部はこれから
も全国大会に出場するだけでなく、１つでも多くの入賞を目指して頑張って
いきたいと思う。今後とも応援していただければ幸いである。

学生のための祭典を…
夏
な ご し の

越大
お お

祓
はらえ

式
し き

を実現
祭式研究部
　 ６月30日、祭式教室にて、厳粛な空気の中、夏

なごしの

越大
おお

祓
はらえ

式
しき

が執り行われた。
　大祓は年に ２回、日常生活において無意識に犯した罪や穢れを祓い、
心身ともに清らかな姿に立ち返る神事である。とくに上半期の穢れを祓
う大祓は ６月の末日に行われるため、夏

なごしの

越大
おお

祓
はらえ

、あるいは六
みなづきの

月晦
つごもりの

日大
おお

祓
はらえ

と呼ばれている。律令時代に宮中祭祀として行われていたものであるが、
現在は全国の民間神社でも行われており、本学においても大祓式の祝詞
を記したものが見つかっていることから、かつては行っていたのではな
いかと考えられているが、定かではない。
　祭式研究部ではこれらの歴史を鑑み、また、学生のための祭典を多く
行っていきたいとの思いから、その試みの一つとして大祓式の斎行を企
画。先生方からの支援をいただき、このたびの実現に至った。式には学
部を問わず30人ほどに参列いただき、滞りなく執り納められた。
　大祓式の斎行は罪穢れを祓うという本義とともに、皇學館らしさの実
現、あるいは先生方や学生に神道や
祭典への興味関心を持ってもらうき
っかけとして、大きな意味を成すも
のであってほしいと願っている。�
（祭式研究部　神道 3年・坪田真輝）

　

●◉初めての縦割り班でのスポーツ大会。
赤組のCリーグに出場した私たちはみ
んなで声を掛け合い、頑張ったら優勝
することができました。とても嬉しか
ったです。� （ 3年A組　田中沙都妃）

●◉ソフトバレーボール大会では １年生で
もサーブがとても上手な人がたくさん
いて驚きました。最後は黄チームが同
率で総合優勝することができて、良か
ったです。� （ 3年A組　臼杵小奈津）

●◉初めての縦割り班でどうなるか分から
なかったけど、協力してできたと思い
ます。リーグ順位が ２位で悔しかった
けど、総合優勝をすることができとて
も嬉しかったです。

� （ 3年A組　堀内もも）

●●◉とても暑い体育館の中でのソフトバレ
ーボール大会でした。応援は今までで

いちばん声を出し、 １年生に対しても
声掛けを頑張ってみました。

� （ 3年B組　谷口紗保）

●◉初めての縦割り班でのスポーツ大会で
した。みんなで協力することができた
し、Dリーグでは青組がリーグ優勝、
総合優勝ができ嬉しかったです。

� （ 3年B組　西山朱音）

●◉先輩として上手くまとめられたかはわ
からないけど、たくさんコミュニケー
ションをとれたのでとても良かったで
す。� （ 3年B組　堀出萌絵）

赤・黄・青組が同率優勝! 縦割り班で学年を超え協力

皇學館

Pickup

参列者は配られた形代〈かたしろ〉に息を吹
きかけて穢れを移した。また、大麻〈おおぬさ〉
を用いて参列者を始め構内を祓い清めた

ソフトバレーボール大会が ４月の自然体験学習（朝熊山
登山）と同じく縦割り班（ ４リーグ）で実施されました。ポ
イントが決まると先輩が １年生にハイタッチするなど、
学年の枠を超えたチームワークが印象的な大会でした。

ソフトバレーボール大会｜中学校｜
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皇高 N E W S

皇中 N E W S

自
分
で
は
な
く
、皆
が
で
き
る
こ
と
が
大
切

一
年
Ｂ
組　

天
野
花
梨

協
力
し
て
取
り
組
め
た一

年
Ｂ
組　

鈴
木
里
奈

研
修
を
通
し
て“
気
づ
き
”

宿
泊
研
修

二
名
の
実
習
生
が
奮
闘

教
育
実
習

ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
の
生
徒
と
書
道
で
交
流

中
高
が
合
同
で
神
宮
参
拝

皆
で
熱
く
燃
え
た
二
日
間

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

最
新
の
情
報
で
進
路
対
策

保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

　
中
学
校
生
活
が
始
ま
っ
て
約
三

カ
月
。
友
だ
ち
と
は
少
し
ず
つ
慣

れ
、
協
力
し
て
行
動
し
、
休
み
時

間
も
話
す
機
会
が
増
え
て
き
た
。

し
か
し
、
ま
だ
お
互
い
を
知
ら
な

い
こ
と
も
多
い
。
そ
ん
な
中
で
の

初
め
て
の
宿
泊
研
修
。
失
敗
し
た

り
、
自
分
勝
手
な
行
動
を
取
っ
て

し
ま
い
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
な

ど
、
不
安
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

そ
の
反
面
、楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
宿
泊
研
修
当
日
、

　
六
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
の
五

日
間
、
本
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
市

の
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
カ

レ
ッ
ジ
か
ら
生
徒
十
五
名
と
教
員

二
名
が
来
校
し
た
。
生
徒
ら
は
約

二
週
間
の
日
程
で
来
日
し
、東
京
、

広
島
、
京
都
な
ど
を
見
学
し
て
最

後
に
伊
勢
に
滞
在
。
伊
勢
で
は
神

宮
参
拝
や
茶
道
体
験
な
ど
日
本
の

文
化
に
触
れ
、
本
校
で
朝
礼
や
終

礼
、
英
語
の
授
業
な
ど
に
参
加
し

て
日
本
の
学
校
生
活
を
体
験
し
、

週
末
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な

っ
た
本
校
生
徒
と
一
緒
に
過
ご
し

た
。

　
宿
泊
研
修
で
全
て
に
共
通
す
る

大
切
な
こ
と
を
見
つ
け
た
。
そ
れ

は
、皆
で
協
力
し
、で
き
て
い
な
い

所
が
あ
れ
ば
声
を
か
け
合
う
こ
と

だ
。ま
た
、こ
れ
は
私
個
人
の
反
省

点
で
も
あ
る
。
自
分
で
は
大
き
な

声
で
言
っ
た
つ
も
り
で
も
、
周
り

　
保
護
者
対
象
の
進
路
説
明
会
が

三
年
生
は
五
月
七
日
、
一
・
二
年

生
は
六
月
四
日
に
実
施
さ
れ
、
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
百
四
十
名
、
二

百
二
十
名
を
超
す
な
ど
非
常
に
有

意
義
な
会
と
な
っ
た
。

　
三
年
生
保
護
者
対
象
説
明
会
で

は
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
進
研
ア
ド

の
横
山
宏
治
氏
が
「
子
ど
も
と
一

緒
に
進
路
を
考
え
る
〜
今
、知
っ

て
お
き
た
い
大
学
の
選
び
方
と
入

　
五
日
の
午
後
に
は
、
書
道
の
授

業
を
体
験
。
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
の
生

徒
と
ホ
ス
ト
生
が
ペ
ア
で
出
席

し
、
先
生
が
日
本
語
で
説
明
し
た

内
容
を
ホ
ス
ト
生
が
通
訳
し
な
が

ら
進
ん
だ
。
ま
ず
は
書
道
の
道
具

と
そ
の
扱
い
方
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
実
際
に
筆
を
使

っ
て
縦
線
、
横
線
な
ど
を
書
く
練

習
を
し
て
徐
々
に
慣
れ
て
い
っ

た
。
練
習
の
後
は
、「
侍
」「
龍
」

「
夢
」な
ど
事
前
に
用
意
さ
れ
た
漢

字
の
中
か
ら
各
自
が
好
き
な
も
の

を
選
び
、
色
紙
に
清
書
し
て
作
品

を
制
作
し
た
。
生
徒
ら
は
筆
の
扱

い
や
漢
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
労
し

な
が
ら
も
、
ホ
ス
ト
生
と
一
緒
に

作
品
を
書
き
上
げ
た
。

　
留
学
生
の
ラ
イ
ア
ン
・
ハ
ー
パ

ー
君
は
「
日
本
文
化
を
学
び
た
く

て
来
日
し
た
。
週
末
に
伊
賀
市
の

上
野
城
や
忍
者
屋
敷
を
訪
れ
、
独

自
の
文
化
や
町
並
み
に
触
れ
た
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

試
の
基
礎
知
識
〜
」
と
題
し
て
講

演
。
受
験
生
が
保
護
者
に
望
む
こ

と
や
大
学
受
験
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
元
に
語

っ
た
。

　
進
路
指
導
部
か
ら
は
昨
年
度
の

本
校
の
入
試
実
績
や
志
望
の
傾
向

等
に
つ
い
て
、
ま
た
学
年
主
任
か

ら
は
授
業
風
景
や
遠
足
な
ど
の
行

ホ
ス
ト
生
の
三
年
・
志
村
日
向
君

は
「
事
前
に
人
と
な
り
を
想
像
し

て
、
名
前
に
『
雷ラ

イ
ア
ン鞍
』
と
漢
字
を

当
て
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
気
に

入
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。
マ
ケ
イ
ラ
・
ワ
ッ
ト
さ

ん
は
「
日
本
の
生
活
で
は
い
ろ
ん

　
六
月
十
六
日
、
月
次
祭
に
あ
わ

せ
中
学
校
、
高
校
の
神
宮
参
拝
が

行
わ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
厳
粛
な

雰
囲
気
を
保
ち
な
が
ら
ク
ラ
ス
ご

と
に
整
列
。
宇
治
橋
か
ら
内
宮
ご

正
宮
ま
で
玉
砂
利
の
参
道
を
踏
み

し
め
な
が
ら
進
み
、
参
拝
を
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
参
拝
後
、
高
校
一
年
生
は
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
荒
祭
宮
、
風

日
祈
宮
な
ど
を
見
学
。

ま
た
中
学
二
年
生
は
日

を
置
い
た
二
十
九
日
の

午
前
中
、
再
度
内
宮
を

訪
れ
、
同
じ
く
総
合
学

習
の
活
動
と
し
て
学
習

班
に
分
か
れ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

神
宮
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

　
六
月
十
二
日
か
ら
七
月
一
日
に

か
け
て
二
名
の
実
習
生
が
三
週
間

の
教
育
実
習
を
行
っ
た
。
始
ま
っ

て
し
ば
ら
く
は
躊
躇
す
る
場
面
も

あ
り
、
教
員
と
し
て
の
立
ち
位
置

が
つ
か
め
ず
に
い
た
が
、
日
を
経

る
に
つ
れ
、
生
徒
た
ち
と
の
距
離

感
が
少
し
ず
つ
近
く
な
っ
て
い
っ

た
。
授
業
前
の
教
材
研
究
に
も
真

剣
に
打
ち
込
み
、
自
分
の
思
い
描

く
授
業
を
展
開
し
よ
う
と
悪
戦
苦

闘
の
日
々
を
過
ご
し
、
経
験
を
積

ん
だ
。　

一
年
生
三
十
二
名
が
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け

て
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
「
と
も
や
ま
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
」
へ

宿
泊
研
修
に
行
っ
た
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　
「
進
路
講
話
」
で
は
各
自
が
中

学
・
高
校
時
代
を
振
り
返
り
、
全

校
生
徒
た
ち
の
参
考
に
な
れ
ば
と

誠
実
に
思
い
を
語
っ
た
。
勉
学
に

は
計
画
性
を
持
っ
て
自
主
的
に
取

り
組
む
こ
と
、
進
路
に
つ
い
て
高

い
意
識
を
持
つ
こ
と
、
さ
ら
に
部

活
動
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
た
ち
と

励
ま
し
合
っ
て
成
長
す
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
語
っ
た
。

　
三
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間

な
が
ら
、
実
習
生
た
ち
は
日
々
試

行
錯
誤
し
つ
つ
、
教
員
に
求
め
ら

れ
る
資
質
を
高
め
て
い
く
上
で
貴

重
な
経
験
を
得
た
。
今
後
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

に
聞
こ
え
て
お
ら
ず
、
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
理
解
し
て
も
ら
え
な

私
は
緊
張
し
な
が
ら
参
加
し
た
。

け
れ
ど
、
昼
食
や
外
国
語
活
動
、

野
外
炊
飯
な
ど
を
し
て
い
く
う
ち

に
緊
張
も
な
く
な
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
学
年

レ
ク
も
み
ん
な
と
協
力
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

事
前
指
導
で
人
の
話
は
し
っ
か
り

聞
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
の
に

守
れ
て
い
な
い
場
面
も
あ
っ
た
の

で
、こ
れ
か
ら
直
し
て
い
き
た
い
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

い
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
私
は
今

回
、
班
長
や
部
屋
長
は
し
て
い
な

い
が
、
自
分
が
で
き
て
い
れ
ば
良

い
の
で
は
な
く
、
皆
が
で
き
る
こ

と
が
大
切
だ
と
改
め
て
わ
か
っ
た
。

　
終
え
て
か
ら
初
め
て
わ
か
っ
た

反
省
も
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
気
づ
い

た
反
省
も
あ
る
。
自
分
に
足
り
な

い
物
を
知
る
良
い
機
会
に
も
な
っ

た
。
今
後
は
宿
泊
研
修
を
通
じ
て

わ
か
っ
た
反
省
を
し
っ
か
り
頭
の

中
に
入
れ
て
、
日
々
の
生
活
に
生

か
し
た
い
。

な
と
こ
ろ
に
木
が
使

わ
れ
て
い
る
の
が
印

象
的
だ
っ
た
」
と
語

り
、
ホ
ス
ト
生
の
二

年
・
田
中
玲
美
さ
ん

は
「
ど
の
よ
う
に
過

ご
す
か
家
族
と
直
前

ま
で
悩
み
、
回
転
ず

し
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
多
彩
な
『
初
体
験
』
が
で
き

る
プ
ラ
ン
に
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
な
か
で
、
知
ら

な
い
英
語
が
多
い
こ
と
に
気
づ

き
、
も
っ
と
英
語
を
学
び
た
い
と

感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

事
、
放
課
後
の
学
校
生
活
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
本
学
で
は
引
き
続
き
変
化
の
激

し
い
入
試
情
報
を
入
手・分
析
し
、

適
切
な
指
導
で
生
徒
の
皆
さ
ん
の

進
路
選
択
の
応
援
を
続
け
て
い
く
。

＊

＊

＊

　
末
筆
な
が
ら
、
進
路
説
明
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護

者
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
七
月
十
四
日
、
十
五
日
と
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
た
。
一
日
目

は
あ
い
に
く
の
天
候
で
ソ
フ
ト
ド

ッ
ヂ
ボ
ー
ル
の
み
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と

に
男
女
混
合
の
チ
ー
ム
で
大
き
な

声
援
を
受
け
て
全
力
で
闘
っ
た
。

二
日
目
は
天
候
に
恵
ま
れ
グ
ラ
ン

ド
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
体
育
館

で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
が
行

わ
れ
た
。
夏
ら
し
い
暑
い
日
で
あ

っ
た
が
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど

の
熱
い
応
援
が
グ
ラ
ン
ド
に
、
そ

し
て
体
育
館
に
響
き
渡
っ
た
。

　
新
総
務
委
員
長
の
黒
田
結
規
君

は「
こ
の
二
日
間
、皆
の
プ
レ
ー
す

る
様
子
を
見
て
ク
ラ
ス
の
た
め
に

一
生
懸
命
努
力
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
の
深
い
絆
が
生
ま
れ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
普
段
は
見

ら
れ
な
い
友
人
の
姿
を
見
、
皆
で

熱
く
燃
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

良
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

な
お
、
ソ
フ
ト
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
は

三
年
五
組
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

三
年
七
組
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

三
年
四
組
が
優
勝
し
た
。

熱心に話を聞く生徒たち

上／動かし方を丁寧に説明
下／作品を手に笑顔のライアン君

全員で記念撮影

苦戦しながらも、力作揃いとなった書道体験

満席となった進路説明会

熱戦が繰り広げられた

上
／
ご
正
宮
に
参
拝
す

る
皇
中
生
た
ち

下
／
内
宮
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク（
皇
中
）
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平
成
二
十
九
年
度 

萼
の
会 

役
員
会
及
び
総
会
報
告

一
一
〇
名
、
現
代
日
本
社
会

学
部
六
十
五
名
及
び
本
学
大

学
教
職
員
七
十
九
名
の
出
席

の
も
と
、
平
成
二
十
八
年
度

の
行
事
事
業
報
告
・
決
算
と

平
成
二
十
九
年
度
の
行
事
事

平
成
二
十
九
年
度 

萼
の
会
役
員（
敬
称
略
）

◉
萼
の
会
役
員
会

　
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
五
月
二
十
日
、
午
後
三

時
よ
り
萼
の
会
の
役
員
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
お
集

ま
り
い
た
だ
い
た
役
員
五
十

九
名
と
本
学
教
職
員
十
七
名

で
総
会
に
諮
る
べ
き
議
事
が

審
議
さ
れ
た
。

◉
萼
の
会
総
会

　
翌
五
月
二
十
一
日
に
は
本

学
記
念
講
堂
に
お
い
て
萼
の

会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
文

学
部
二
〇
七
名
、
教
育
学
部

　
ご
挨
拶�

学
校
法
人
皇
學
館 

理
事
長　

佐
古
一
洌　

　

平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
、
謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
教
学
振
興
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
入
会
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、改
め
ま
し
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
教
学
振
興
会
支
援
事
業
は
、

六
つ
の
柱
を
基
軸
と
し
、
教
育
研
究
の
充
実
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
①
国
際
交
流
の
推
進

（
イ
ギ
リ
ス
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
他
へ

の
海
外
留
学
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）、
②
地
域
社
会
貢
献
活
動

（
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
他
）、
③
学
生
・
生
徒
の
修
学
支
援（
学

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
神
職
養
成
の
た
め
の
実
習
充
実
他
）等
に
取
り
組
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
に
よ
る
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
、
更
な
る
本
学
園
へ
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
平
成
二
十
八
年
度
の
決
算
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
教
学
振
興
会
」
へ
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）な

ど
が
審
議
さ
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。な
お
、

新
役
員
に
つ
い
て
は
左
記
の

方
々
が
選
任
さ
れ
た
。

　学校法人皇學館の平成２８年度決算は、平成２９年 ５ 月２９日㈪開催の理事会で承認されましたので、
ここにその内容を公表します。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要のIR情報「事業報告平成２８
年度」にて、教育研究機関・事務組織・入学生数・在籍者数・卒業生数・進路（就職）状況及び法人の
事業実績、財務の概要説明等を公開しておりますので、併せてご覧ください。
　平成２８年度収支決算書は、以下のとおりです。

　
◦記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
◦貸借対照表の注記は省略しています。

平成28年度 収支決算報告

1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロー計算書
に近いもので、当該会計年度の教育研究活動及びその活動に
付随する全ての資金の動きと内容を明らかにすることを目的
としています。

資金収支計算書（法人全体）
平成２8年 4 月 1 日〜平成２9年 3 月31日	 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

●収入の部
学生生徒等納付金収入 3,888,088 3,866,0７２ ２２,01５

手数料収入 69,868 80,５69 △10,７01

寄付金収入 1２５,900 13５,５03 △9,603

補助金収入 64５,443 63７,9２4 ７,５18

資産売却収入 0 0 0

付随事業・収益事業収入 33,13２ 3７,9５6 △4,8２4

受取利息・配当金収入 1２,２５9 1５,７43 △3,484

雑収入 ２80,２49 310,90７ △30,6５8

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 6２4,５63 ７3７,6５1 △113,088

その他の収入 1５6,２94 1５6,680 △38５

資金収入調整勘定 △8２8,７8２ △8５6,864 ２8,08２

当年度資金収入合計  ① ５,00７,01４ ５,122,1４４ △11５,1３0

前年度繰越支払資金 ２,199,７５4 ２,199,７５4

収入の部合計 ７,20６,７６8 ７,３21,898 △11５,1３0

●支出の部
人件費支出 ２,8２9,60７ ２,8２4,108 ５,498

教育研究経費支出 883,39５ 849,５７8 33,816

管理経費支出 4５3,196 44５,２７５ ７,9２0

借入金等利息支出 ２,40７ ２,406 1

借入金等返済支出 43,７５0 43,７５0 0

施設関係支出 81,７５9 ７4,4２0 ７,338

設備関係支出 ２00,4７７ 18５,4５1 1５,0２５

資産運用支出 ５２3,341 ５3２,9７9 △9,638

その他の支出 160,664 1５8,8５6 1,808

［予備費］
（0）

２0,000 ２0,000

資金支出調整勘定 △84,031 △７５,７２７ △8,303

当年度資金支出合計  ② ５,11４,５６５ ５,0４1,098 ７３,４６６

翌年度繰越支払資金 ２,09２,２03 ２,２80,800 △188,５96

支出の部合計 ７,20６,７６8 ７,３21,898 △11５,1３0

当年度資金収支差額  ①−② △10７,５５1 81,0４６ △188,５9６

2事業活動収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書にあたるもので、
学園の経営状況を表し、平成２８年度における事業活動収支の均
衡状況とその内容を明らかにするものです。学校法人会計基準
の一部改正に伴い、従前の消費収支計算書が変更され、事業活
動収支を「教育活動収支」「教育活動外収支」「特別収支」に区分
し、企業会計により近い形式となっております。

事業活動収支計算書（法人全体）
平成２8年 4 月 1 日〜平成２9年 3 月31日	 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、純資産の内容
及び在り高を明示し、学校法人の財政状態を明らかにすること
を目的としています。なお、学校法人会計基準の一部改正によ
り、固定資産の中科目として「特定資産」が追加されています。

貸借対照表
平成２9年 3 月31日	 単位：千円

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

●資産の部
固定資産 1６,４8５,３７2 1６,289,22５ 19６,1４６
　有形固定資産 12,４６9,2７1 12,７8７,４9４ △３18,222
土地 ５５1,349 ５５1,349 0
建物 8,５39,５７6 8,806,044 △２66,468
構築物 ５6５,38７ 604,660 △39,２７3
教育研究用機器備品 ７33,７５3 ７７0,409 △36,6５５
管理用機器備品 111,8２0 1２1,７39 △9,919
図書 1,936,５14 1,90７,809 ２8,７0５
車両 30,869 ２５,481 ５,38７

　特定資産 ３,9７６,29４ ３,４６５,80７ ５10,４8６
第 3号基本金引当特定資産 13２,040 1２4,040 8,000
退職給与引当特定資産 1,２33,36５ 1,２33,36５ 0
施設維持引当特定資産 1,２２8,6７4 9２8,6７4 300,000
学園財政調整引当特定資産 ７00,000 ５00,000 ２00,000
学生寮施設維持引当特定資産 1２２,81５ 11７,５3２ ５,２83
教学振興基金引当特定資産 1５0,000 1５0,000 0
篠田学術振興基金引当特定資産 ７1,49２ ７0,５81 910
津田学術振興基金引当特定資産 3２0,619 3２２,43５ △1,816
奨学金引当特定資産 1７,２86 19,1７8 △1,891

　その他の固定資産 ３9,80６ ３５,92３ ３,882
電話加入権 3,9５9 3,9５9 0
有価証券 9,５96 9,５96 0
敷金 ５,6２0 ５,6２0 0
差入保証金 ５,016 4,960 ５6
預託金 10,000 10,000 0
長期未収入金 3,600 0 3,600
長期貸付金 ２,01５ 1,７88 ２２6

流動資産 2,8６8,５8３ 2,７７9,５12 89,0７1
現金預金 ２,２80,800 ２,199,７５4 81,04５
補助活動支払資金 318,38２ 30７,809 10,５７3
研修旅行費等預り資産 1２9,3７3 1２8,0５3 1,319
未収入金 13２,8７8 140,83２ △７,9５3
販売用品 6,５２6 1,414 ５,11２
短期貸付金 6２3 1,648 △1,0２５
立替金 0 1 △1

資産の部合計 19,３５３,9５６ 19,0６8,７３8 28５,21７

●負債の部
固定負債 1,2７４,0３７ 1,３9４,４５５ △120,４18
長期借入金 43,７５0 8７,５00 △43,７５0
退職給与引当金 1,1２２,380 1,146,２91 △２3,910
長期未払金 10７,906 160,664 △５２,７５７

流動負債 1,1３0,５４1 1,1３9,1４2 △8,６00
短期借入金 43,７５0 43,７５0 0
未払金 1２8,48５ 1５6,５２0 △２8,03５
前受金 ７3７,6５1 ７２0,386 1７,２6５
預り金 ２２0,6５4 ２18,48５ ２,169

負債の部合計 2,４0４,５７8 2,５３３,５98 △129,019

●純資産の部
基本金 20,３４8,2４2 20,1５0,199 198,0４３
第 1号基本金 19,886,２0２ 19,63２,1５9 ２５4,043
第 3 号基本金 13２,040 1２4,040 8,000
第 4 号基本金 330,000 394,000 △64,000

繰越収支差額 △３,３98,8６５ △３,６1５,0５9 21６,19３
翌年度繰越収支差額 △3,398,86５ △3,61５,0５9 ２16,193

純資産の部合計 1６,9４9,３７７ 1６,５３５,1３9 ４1４,2３７

負債及び純資産の部合計 19,３５３,9５６ 19,0６8,７３8 28５,21７

教学振興会 平成28年度 決 算 報 告

科　　　目 予　算 決　算 差　異

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 4２,9５8 81,39５ △38,43７

特別収入計 ４2,9５8 81,３9５ △３8,４３７

事
業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 13,6５1 13,6５５ △4

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 1３,６５1 1３,６５５ △４

特別収支差額 29,３0７ ６７,７３9 △３8,４３2

［予備費］ （0）
２0,000 ２0,000

基本金組入前当年度収支差額 ３４2,8６8 ４1４,2３７ △７1,３６9

基本金組入額合計 △２５５,５２0 △２6２,043 6,５２3

当年度収支差額 8７,348 1５２,193 △64,84５

前年度繰越収支差額 △3,61５,0５9 △3,61５,0５9 0

基本金取崩額 0 64,000 △64,000

翌年度繰越収支差額 △3,５２７,７11 △3,398,86５ △1２8,84５

【参考】
事業活動収入計 ５,08６,３0６ ５,12６,21３ △３9,90７

事業活動支出計（予備費含む） ４,７４３,４３8 ４,７11,9７６ ３1,４６1

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 3,888,088 3,866,0７２ ２２,01５

手数料 69,868 80,５69 △10,７01

寄付金 11７,8５0 91,99２ ２５,8５７

経常費等補助金 6２0,03５ 61２,５16 ７,５18

付随事業収入 33,13２ 43,068 △9,936

雑収入 30２,116 334,8５4 △3２,７38

教育活動収入計 ５,0３1,089 ５,029,0７３ 2,01５

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 ２,8２9,166 ２,8２4,144 ５,0２1
（退職給与引当金繰入額） （88,639） （89,11７） （△4７8）

教育研究経費 1,390,５５２ 1,391,4７3 △9２1
（減価償却額） （５0７,1５７） （５39,５66）（△3２,409）

管理経費 48７,66２ 480,２9５ ７,366
（減価償却額） （34,466） （3５,0２0） （△５５4）

徴収不能額等 0 0 0

教育活動支出計 ４,７0７,３80 ４,６9５,91４ 11,４６５

教育活動収支差額 ３2３,７09 ３３３,1５9 △9,４５0

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 1２,２５9 1５,７43 △3,484

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 12,2５9 1５,７４３ △３,４8４

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 ２,40７ ２,406 1

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 2,４0７ 2,４0６ 1

教育活動外収支差額 9,8５2 1３,３３７ △３,４8５

経常収支差額 ３３３,５６1 ３４６,４9７ △12,9３６

教学振興会収支決算書
平成２６年 ９月１日〜平成２９年 ３月３１日

収入決算額累計（平成２6年 9 月 1 日〜平成２9年 3 月31日） 129,３６６,000円
支出決算額累計（平成２７年 4 月 1 日〜平成２9年 3 月31日） ６9,６６8,５７9円

平成28年度支出決算額（平成２8年 4 月 1 日〜平成２9年 3 月31日） ４0,89７,４５9円

収入の部 	 平成2９年 3 月31日現在

区分
H２6 H２７ H２8 H２6〜H２8合計

寄付
件数 金額（円） 寄付

件数 金額（円） 寄付
件数 金額（円） 金額（円）

宗 教 界 186 ２8,490,000 ２５8 38,610,000 ２２8 ２５,690,000 9２,７90,000
企 業 ２6 1,360,000 ２8 1,５80,000 ２７ ２,4２0,000 ５,360,000

館 友 ２７５ ２,80５,000 ２５0 3,030,000 43２ 4,901,000 10,７36,000

萼の会会員 ２19 1,860,000 341 ２,５00,000 349 ２,５２５,000 6,88５,000
高等学校
保 護 者 81 ５80,000 96 ７3５,000 103 ７80,000 ２,09５,000

中 学 校
保 護 者 34 ２80,000 38 ２9５,000 36 310,000 88５,000

一 般
（篤志家等） 4 1２0,000 11 3,２0５,000 ７ 390,000 3,７1５,000

教 職 員 108 1,93５,000 18７ ２,38５,000 ２14 ２,５80,000 6,900,000
合 計 9３３ ３７,４３0,000 1,209 ５2,３４0,000 1,３9６ ３9,５9６,000 129,３６６,000

※日本私立学校振興・共済事業団 受配者指定寄付金金額を含む。

支出の部 	 平成28年 4月1日〜平成2９年 3月31日
区 分 金額（円）

❶建学の精神を活かした研究活動の振興と教育の質の改善と保証 2,７７8,1３0
❷神宮並びに神道研究の情報拠点の形成 2,0４1,20３
　◦神宮、神道に関する文献資料の収集整理 ２,041,２03
❸国際交流の推進と日本文化発信人材の育成 1７,99５,1６４
　◦学生・生徒の海外留学に対する助成 11,２09,868
　◦国際交流協定大学等との交流事業に対する助成 ５,344,７16
　◦外国人留学生に対する奨学援助 1,440,５80
❹地域社会貢献活動と伝統文化継承人材の育成 8,2６３,５６8
　◦学生・生徒の社会貢献活動に対する助成 ５２５,７66
　◦「伊勢志摩定住自立圏共生学」教育プログラムによる地域貢献人材の育成 6,７２0,16５
　◦地域社会貢献組織の整備に対する助成 1,01７,63７
❺学生・生徒の修学支援 9,819,３9４
　◦学生・生徒に対する奨学援助 8,000,000
　◦学修（習）奨励や課外活動等への助成 1,819,394

合　　　　計 ４0,89７,４５9

人事異動　大学  配置換   〔 〕内は旧職

7月1日付� 総務部主事 諸岡　大輔〔学生支援部主事〕
� 学生支援部主査 髙木　曹慈〔総務部主査〕　　
8月1日付� 事務局次長� 木村　成吾 ※企画部長 兼務　

役
職
名

氏
　
　
　
名

学
生
名

学
科
・
学
年

会

長

西
　
井
　
清
　
明

亮
太
朗
コ
ミ
ュ�

４
年

秀
次
朗
コ
ミ
ュ�

２
年

副
会
長

奥
　
山
　
宗
　
司

玲
　
加
教
育�

４
年

守
　
部
　
直
　
樹

銀
　
河
神
道�

３
年

森
　
　
　
和
　
良

友
佳
子
教
育�

３
年

会
計
監
査

大
　
野
　
記
久
啓

晃
一
朗
神
道�

４
年

上
　
村
　
　
　
告

彩
　
華
国
史�

３
年

恩
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
温

恩
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
温
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編
集
後
記

　
本
学
駅
伝
競
走
部
が
悲
願
の
全

日
本
大
学
駅
伝
大
会
初
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
今
年
は
「
駅
伝
」
誕

生
百
周
年
に
当
た
る
記
念
の
年
。

「
駅
伝
」の
名
付
け
親
が
第
六
代
神

宮
皇
學
館
館
長
・
武
田
千
代
三
郎

先
生
と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、
一
際

嬉
し
い
報
せ
と
な
り
ま
し
た
。
襷

を
つ
な
ぐ
行
為
は
、
建
学
の
精
神

を
守
り
、
継
承
し
て
い
く
姿
と
重

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
熱
田
神

宮
か
ら
伊
勢
の
神
宮
ま
で
八
区
間

一
〇
六
・
八
キ
ロ
。
皇
學
館
の
伝

統
と
誇
り
、歴
史
の
重
み
を
背
に
、

選
手
た
ち
が
走
り
抜
け
ま
す
。
当

日
は
温
か
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。�

【
企
画
部
】

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
域
と
の
連
携
や
学
内
活

性
化
を
め
ざ
す
取
組
み
に
最

大
二
十
万
円
の
資
金
を
交
付

す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」。そ
の
公
開
プ
レ
ゼ

ン
が
六
月
二
十
九
日
に
開
催

さ
れ
、昨
年
度
よ
り
継
続
の
三

チ
ー
ム
と
新
規
一
チ
ー
ム
の

計
四
チ
ー
ム
が
採
択
さ
れ
た
。

お
か
げ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
度
新
た
に
採
用
さ
れ

た
の
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
マ

ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
昨
年

十
二
月
に
開
設
さ
れ
た
「
皇

學
館
大
学
ま
ち
な
か
研
究

室
」（
第
六
十
五
号
参
照
）
が

毎
月
開
催
し
て
い
る
世
代
間

交
流
研
究
部
会
の
活
動
を
発

展
さ
せ
、
学
内
に
無
料
カ
フ

ェ
の
ほ
か
、
祭
り
や
学
習
支

援
と
い
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に

ブ
ー
ス
を
作
り
地
域
住
民
と

交
流
を
図
る
。

　
本
学
で
は
教
員
・
学
生
が

主
体
と
な
り
地
域
団
体
や
自

治
体
等
と
協
働
で
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
や
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を

「
お
か
げ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
積
極
的

に
支
援
し
て
い
る
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
今
年
度
は
二
件

採
択
さ
れ
た
。

◆『
伊
勢
志
摩
百
物
語
〜
木

木
の
声
を
聴
く
旅
〜
』（
仮

題
）の
編
集
・
刊
行

　
櫻
井
治
男
大
学
院
特
別
教

授
、
文
学
部
助
手
の
田
井
健

治
先
生
が
代
表
を
務
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ
は
、
伊

勢
志
摩
の
島
々
を
取
り
上
げ

た
第
一
作
、
巌
に
着
目
し
た

第
二
作
に
続
く
三
作
目
に
あ

た
り
、
協
力
自
治
体
か
ら
の

情
報
提
供
を
得
て
学
生
た
ち

が
現
地
調
査
や
地
域
探
訪
を

行
い
、
多
彩
な
木
々
の
魅
力

を
冊
子
に
ま
と
め
発
信
す
る
。

◆
伊
勢
市
内
を
中
心
と
し
た

連
携
地
域
の
小
学
校
に
お

け
る
国
語
の
出
前
授
業
及

び
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
出
展

　
教
育
学
科
の
中
條
敦
仁
准

教
授
が
率
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
小
学
三・四
、

五
・
六
年
生
を
対
象
に
作
文

や
群
読
、
朗
読
講
座
等
を
実

大学院奨学金を■新■設
12名に年間授業料の半額相当額を給付

　
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
「
皇
學

館
大
学
大
学
院
奨
学
金
」
が
新
設

さ
れ
た
。
こ
の
奨
学
金
は
本
学
の

大
学
院
生
で
学
業
、
人
物
と
も
に

優
秀
な
学
生
に
対
し
修
学
の
機
会

を
確
保
す
べ
く
経
済
的
に
支
援
す

る
も
の
で
、
年
間
授
業
料
の
半
額

相
当
額
が
給
付（
返
還
不
要
）さ
れ

る
。

　
選
考
の
結
果
、
初
年
度
は
文
学

研
究
科
九
名
、
教
育
学
研
究
科
三

名
の
計
十
二
名
へ
の
給
付
が
決
定

し
た
。

　

六
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た

「
平
成
二
十
九
年
度
大
学
院
奨
学

生
激
励
会
」で
清
水
潔
学
長
は「
第

一
回
大
学
院
奨
学
生
に
選
ば
れ
た

名
誉
あ
る
諸
君
に
は
黽び

ん

勉べ
ん

努
力
、

い
よ
い
よ
研
鑽
に
励
み
、
優
れ
た

学
術
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
、ま
た
、

皆
さ
ん
の
学
問
研
究
姿
勢
と
人
格

が
学
部
生
の
模
範
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
、
橋
本
雅
之

学
生
部
長
は
「
諸
君
に
は
二
十
年

後
、
三
十
年
後
の
本
学
を
背
負
っ

て
立
つ
と
い
う
気
概
を
持
ち
、
ま

た
そ
の
期
待
に
応
え
ね
ば
な
ら
な

い
重
い
責
任
が
あ
る
こ
と
を
胸
に

刻
ん
で
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
た
。

奨
学
生
ら
は
一
様
に
表
情
を
引
き

締
め
、
激
励
の
言
葉
に
じ
っ
と
耳

を
傾
け
て
い
た
。

地域連携トピックス Vol.3

教育・研究の成果を地域に還元

施
す
る
ほ
か
、
い
せ
ト
ピ
ア

「
子
ど
も
わ
く
わ
く
体
験
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
の
上
演
を
行
う
。

　
ま
た
、「
三
重
県
に

お
け
る
理
科
実
験
支

援
」「
地
元
の
食
材
を

知
ろ
う
、
作
ろ
う
、

食
べ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
本
号
三
面

「
研
究
室
探
訪
」
参

照
）「
伊
勢・本
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
の
実
績
が
関
係
各

所
よ
り
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
、
引
き
続
き
活
動
を
支

援
し
て
い
く
。
さ
ら
な
る
成

果
を
期
待
し
た
い
。

し
た
。（
予
定
し
て
い
た
第
二

回
の
八
月
七
日（
月
）は
、
台

風
接
近
に
よ
り
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　
こ
の
教
室
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
や
郷
土
文
化
に
関
す

る
体
験
を
通
し
て
、
日
本
人

の
感
性
や
心
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
佐
川
記

念
神
道
博
物
館
と
神
宮
徴
古

館
農
業
館
が
共
催
し
て
毎
年

行
わ
れ
、
今
年
で
二
十
三
回

目
と
な
る
。

　
今
回
は
、徳
川
美
術
館（
名

古
屋
市
）
学
芸
員
の
並
木
昌

史
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す

る
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
作
成
に

挑
戦
。

　
は
じ
め
に
徳
川
美
術
館
に

つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た

後
、
巻
物
→
折
本
→
和
綴
本

と
変
わ
っ
て
い
っ
た
書
物
の

歴
史
や
、
巻
物
の
構
造
や
扱

い
方
、
長
所
や
短
所
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、
実
際
に
ミ

ニ
源
氏
物
語
絵
巻
作
り
に
取

り
組
ん
だ
。

　
本
紙
を
貼
り
つ
ぎ
、
軸
と

表
紙
・
紐
を
つ
け
る
作
業
を

通
し
て
、
な
か
な
か
手
に
す

る
機
会
の
な
い
巻
物
と
は
ど

う
い
う
も
の
で
、
ど
の
よ
う

に
扱
う
の
か
を
知
り
、
ま
た

源
氏
物
語
絵
巻
と
い
う
作
品

に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

ミ
ニ
源
氏
物
語
絵
巻
を
作
ろ
う
!

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

神
宮
徴
古
館
・
農
業
館
共
催　

夏
休
み
親
子
教
室

　
七
月
二
十
三
日（
日
）、
佐

川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
夏

休
み
親
子
教
室
を
開
催
。
市

内
お
よ
び
近
隣
に
在
住
の
幼

児・小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

計
二
十
組
五
十
六
名
が
参
加

平成29年度 チャレンジプロジェクト企画
プロジェクト 概　　　　　要

【地域との連携】
三重県における理科実験支援
代表●河 俣 美 希（教育学科 4年）

皇學館大学で開発した理科の教材を用いて、三重県総合博
物館の来場者や津田学園小学校の児童を対象に実験・観察
を行ってもらう機会を提供することで、地域の教育活動に貢献
する。

【地域との連携】
地元の食材を知ろう、作ろう、 
食べようプロジェクト
代表●横 山 有 弥（教育学科 3年）

三重の豊かな食材を将来の消費者となる子どもとその保護者対
象にクッキングを行う事で、食材に対する関心度を高め、家庭
での利用につなげていく。学生たち自身も地元食材に�
ついて学び、それを使ったレシピを考案することで、食を営む能力
向上と地元食材を使った教育実践力向上につなげていく。

【地域との連携】
伊勢・本のまちプロジェクト
〜伊勢河崎一箱古本市とビブリオバトル・ 
　まちじゅう図書館プロジェクト〜
代表●中 井 美 月（国文学科 3年）

各地で本を介したコミュニティづくりを目的に開催されている
「一箱古本市」「ビブリオバトル」「まちじゅう図書館」の3つの
取り組みを、伊勢河崎地区を舞台として開催する。毎年恒例の
「河崎商人市」を舞台として開催することで、地元のお祭りを
盛り上げるための地域連携事業として位置づけていく。

【地域との連携】
チャレンジサマー
代表●辻 　雄 大（現代日本社会学科 3年）

宇治山田駅近辺にある皇學館大学まちなか研究室で毎月開
催している世代間交流研究部会の活動の実績を活かし、その
活動の拡大バーションとして学内で実施する。具体的には無
料カフェ・遊び・お祭り・学習支援を中心にいくつかのブースを
作り、地域住民に来ていただき、世代間交流を行う。

代表の学生に証書が手渡された

プロジェクトの意義を堂々とプレゼン

集中してミニ源氏物語絵巻づくりに取り組む親子

イベント情報（8〜10月）
8
月

 ２６  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 なぜ、若者は熊野を目指すのか？ 
〜聖地巡礼の現代的な変容から〜
板井正斉（教育開発センター准教授）

9
月

  ２   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 『日本書紀』を読む 
「神武天皇 ２ 　熊野上陸　」　大島信生（文学部教授）
  9   土  月例文化講座  431教室

秀吉の「朝鮮出兵」と「三国国割構想」
岡野友彦（文学部教授）

  9   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く（開化天皇〜景行天皇の段） 
「景行天皇下」　白山芳太郎（文学部教授）
 １６  土  研究開発推進センター史料編纂所古文書講座  佐川記念神道博物館講義室
第 １回「近世文書を読む」
谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）

 ２３  土  研究開発推進センター史料編纂所公開講座  佐川記念神道博物館講義室
『神宮御師資料』と史料編纂所 
荊木美行（研究開発推進センター教授・副センター長）
編纂所所蔵の福嶋御塩焼大夫文書について 
惠良　宏（皇學館大学名誉教授）
八幡朝見神社所蔵の福嶋御塩焼大夫文書について 
窪寺恭秀（研究開発推進センター共同研究員）

 ２３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神仏習合と神仏分離　 
「淡路島・伊弉諾神宮をめぐる神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

 ３０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 『日本書紀』を読む 
「神武天皇 ３ 　大和平定　」　大島信生（文学部教授）

１０
月

 １４  土  月例文化講座  431教室

坂本龍馬と討幕　松浦光修（文学部教授）
 ２１  土  佐川記念神道博物館教養講座  佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅳ 
「伊勢地方と曾我蕭白」
道田美貴（三重県立美術館 学芸普及課長代理）

 ２２  日  　  431教室

第１8回高校生英語スピーチコンテスト

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（☎０6−66２5−１７７１）へお願い致します。

◉神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着順】。お問
い合わせは（☎０5９6−２２−6４７１）へお願い致します。
◉史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申込みが必要になります【先
着順】。お問い合わせは☎０5９6−２２−6４6２へお願い致します。
◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎０5９6−２２−86３5）
へお願い致します。
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